
炎症マーカー 1,679件 (37.1%)
高血糖 100件 (2.2%)

低カリウム血症 322件 (7.1%)

AST、ALT、ビリルビン、ɤ‐GTP、
ALP、アンモニア 228件 (5.0%)

凝固・線溶系 568件 (12.5%)

低血糖 206件 (4.5%)

血球検査 200件 (4.4%)

高カリウム血症 146件 (3.2%)
BUN、クレアチニン 170件 (3.8%)

ナトリウム 70件 (1.5%)
生理機能 45件 (1.0%) その他 478件 (10.5%)

CK 319件 (7.0%)

－ 97 －

　臨床検査科

1．概要
　2012年8月より臨床検査科が開設され、検体検査管理加算（Ⅰ）・（Ⅳ）算定の許可を受けている。
2014年度に日本臨床検査医学会臨床検査管理医を取得した。精度が高く、かつ信頼性のある臨床検査サー
ビスを安全に提供し、診療の質の向上に貢献することを目的としている。
　精度管理充実のため、2018年も日本医師会・日本臨床衛生検査技師会・愛知県臨床検査技師会の精度
管理調査に参加している。
　近年、効率的な医療提供体制のために、医療機関間での検査情報の共有化が期待され、基準範囲の共
用化が望まれている。このため、当院でも、2018年1月から臨床検査における共用基準範囲（JCCLS）
を採用している。
　パニック値は直ちに臨床側に報告され、迅速で適切な対応に協力している。パニック値報告は前年に
比べ増加した。
　また、臨床検査室に特化した、品質と能力に関する国際規格であるISO15189に基づく審査を2018年
に受けた。ISO15189の認定取得をした臨床検査室の検査値は国際的に通用することを意味する。

（副部長　出井　里佳）

２．新規登録疾患
（1）パニック値頻度 

総数：4,531件
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AST、ALT、ビリルビン、ɤ‐GTP、ALP、アンモニア 低血糖 血球検査
BUN、クレアチニン 高カリウム血症 高血糖

炎症マーカー 凝固・線溶系 低カリウム血症 CK

ナトリウム
生理機能 その他

29 13 9 1 918 2 9 22 2 1 15

124 58 26 23 12 727 7 11 7 6 3 20

122 62 21 12 24 1726 15 15 12 6 3 16

142 54 17 23 13 915 14 11 6 2 4 23

149 63 24 20 12 1113 8 9 7 5 0 30

123 35 19 24 20 1617 19 11 6 3 4 26

164 53 32 39 42 2217 15 15 8 7 1 44

159 28 37 44 14 3419 17 11 4 2 8 39

127 44 35 26 20 1722 15 10 5 51 33

199 48 37 37 18 2112 25 18 4 9 8 45

132 44 19 23 20 149 13 12 11 6 6 78

196 50 42 39 32 2311 20 14 8 17 6 109

－ 98 －

（2）月別パニック値報告




